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【資料】 
  

大学生の「ご当地グルメ」に対する認識 
  

長谷川 直子 
 

Ⅰ はじめに 

 筆者は，地理の一般社会での認知ならびに地位向上の

ため，一般の人へ地理的視点を広めるアウトリーチを行

っていくためのさまざまな調査を行っている．一般の人

に抵抗なく地理の視点を広めるためには社会の中ですで

に受け入れられているコンテンツを活用するのが得策で

あろう．そのコンテンツとは，たとえば旅行をする際に

地域を理解することがあり，これについては長谷川

（2015a）において旅行と巡検を融合させる試みについて

報告を行った．また，旅行の一つの形態であるマスツー

リズムにおいて，バスガイドを通じた地理的説明の普及

についても調査している（長谷川・横山 2015）．さらに

筆者は，最近流行しているご当地グルメを活用して，そ

のご当地グルメの背後にある地理的説明を広めるための

研究および普及活動も行っている．その一つの試みとし

て古今書院の月刊「地理」60巻５号から13回にわたって

「ご当地グルメで風土（フード）を理解する」という連

載を企画した（長谷川 2015b）． 
 「ご当地グルメ」という単語について，本稿でもたび

たび登場するＢ級グルメや郷土料理などとの関連性につ

いて先行研究から見てみる． 
 「ご当地グルメ」という単語自体は比較的新しいもの

で，以前は「郷土料理」といわれていた地域ごとに特徴

のある独自の料理と一部重複する部分があるものの，一

般的には郷土料理と全く同義に使用されているようには

見受けられない．この歴史的な変遷は八田（2016）にお

いて，「ご当地グルメ」という単語を朝日新聞の記事から

抽出して考察している． 
 ご当地グルメという単語が公式に使用されることは少

ないが，農林水産省が「農山漁村の郷土料理百選」を選

定した際，「御当地人気料理（ご当地グルメ）」というリ

ストも選定しており，ここで「ご当地グルメ」という単

語が使用されている．農林水産省の選定結果を見てみる

と，「農山漁村の郷土料理百選」が比較的古くからある地

域に根ざした料理であるのに対し，「御当地人気料理（ご

当地グルメ）」はスープカレーや富士宮やきそばなど比較

的新しい料理が選定されているのが特徴である． 

 「ご当地グルメ」という単語を使用した学術論文とし

ては，岡田（2008）が挙げられる．この中で，「ご当地グ

ルメ」を郷土料理，伝統料理，Ｂ級グルメと並べ比較し

たのち，論文では他の単語ではなく「ご当地グルメ」と

いう単語を採用している．またその単語の意味として「料

理の伝統性にはこだわらなくとも特定地域との結びつき

は強く，かつ安くて美味しい料理，というより広い概念

を指す言葉」と述べている．この論文では「ご当地グル

メ」の意味に「安い」という概念を取り入れている． 
 また，愛媛県限定の調査ではあるが，ご当地グルメに

関する一般の人に対する調査として株式会社いよぎん地

域経済研究センター（略称IRC）が行った調査がある（い

よぎん地域経済研究センター 2008）．これは「ご当地グ

ルメ」という単語についての認識を調査しているもので

はないが，一般の人が愛媛県内のご当地グルメや食に対

してどのような認識を持っているのかを報告している． 
 以上のように「ご当地グルメ」を学術的に扱ったもの

は多くはないが，田村（2008）では，Ｂ級グルメを扱っ

ており，そのグルメフェスティバルの中でも全国規模を

誇るＢ—１グランプリを主催する愛Ｂリーグによる説明

として「Ｂ級ご当地グルメとは，安くてうまくて地元の

人に愛されている地域の名物料理のことを言います（以

上田村 2008.p17より引用）」と触れている．この後，愛

Ｂリーグによる説明は変化し，現在の公式HPには「Ｂ—１

グランプリはいわゆるＢ級グルメとは関係ありません」

と強調されて書かれている．その理由としては，「Ｂ級」

は安いに始まるネガティブなイメージによって，「まちお

こしに悪影響になるということがわかった」と説明され

ている（愛ＢリーグHPより）．なお，一般的にはＢ—１グ

ランプリはグルメフェスティバルと認識され，田村（2008）

でもそのように説明されているが，愛Ｂリーグの公式HP

では「Ｂ—１グランプリは食べ物を売ることを目的とした

グルメイベントではありません」と説明されている．ま

た、「Ｂ—１グランプリの「Ｂ」は地域BRAND（ブランド）

の「Ｂ」」とも説明されている． 
 一般社会の中では近年，「ご当地アイドル」（たとえば

昭文社 2015）や「ご当地キャラ」と同様に「ご当地グル

メ」という単語が「郷土料理」以上の頻度で使用される



お茶の水地理（Annals of Ochanomizu Geographical Society），vol 56，2017 

60 

ことが多い．筆者から見ると，「ご当地」という単語が“（こ

こではないどこか）ある場所”という意味で使用されて

いるように思われる．とすれば「ご当地グルメ」とは，

どこかの場所で売られている，食べられている，ありと

あらゆる食べ物を指すことになり，もはや「ご当地グル

メ」という単語に“ある地域性”を意識した意味を持っ

ていない可能性があるのではないかと考えている． 
 一方，巷にあふれるご当地グルメ関係の書籍やテレビ

番組などでは「なぜその地域にその料理があるのか」と

いった地域的特徴を説明するものが少なく，この部分を

地理学者として充実させることを目指していくこと，す

なわちご当地グルメをうまく活用して地域理解を促すと

いう地理学のアウトリーチは検討に値すると考えられる． 
 以上のような問題意識により，本稿では一般の人が，

そもそも「ご当地グルメ」に対してどのような認識を持

っているのかを明らかにするべく，その第一段階として，

お茶の水女子大学文教育学部の学生を対象に「ご当地グ

ルメ」に関する認識調査を行った結果を報告する． 

Ⅱ 方法 

本稿ではお茶の水女子大学文教育学部の学生を対象に，

2015年から2016年にかけて紙面（A4サイズ1ページ）によ

るアンケート調査を行った．アンケート用紙は筆者の複

数の授業（「自然と人間」（人文科学科共通科目），「自然

地理学」（地理学コース専門科目））並びに手渡しで配布

し，記入をしたものを回収ボックスに投函してもらう形

で回収した．有効回答数は91である．配布した授業の履

修年次により，回答者は大学の１〜２年生が中心であり，

その属性を表１に示す． 

 質問内容としては，属性のほかに， 

１）「ご当地グルメ」と聞いて思い浮かぶ料理名（複数回

答可）， 

２）「ご当地グルメ」という単語から想起するイメージ， 

３）「ご当地グルメ」を自分なりに定義するとどうなる

か？ 

の３点とした．イメージや定義に関しては，回答の選択

肢を設けるとそれに引きずられる可能性があると考え，

自由記述とした．そのため，イメージや定義では微妙な

記述の違いがあるが（たとえば「その土地固有のもの」，

「その地域ならではのもの」など）ある程度同じ意味と

判断できるものは同じ回答として集計した．特に定義に

関するカテゴリ分類には筆者の主観的判断が入る可能性

表１ アンケート回答者の属性 

 

(アンケート回答結果より） 

表２ 「ご当地グルメ」と聞いて思い浮かぶ料理名 

 

(アンケート回答結果より) 
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が否定できないため，自由記述の回答そのものを文末に

注１）として列記した． 

Ⅲ 結果 

 表２に「ご当地グルメ」と聞いて思い浮かぶ料理名（複

数回答可）として，回答数が３以上あったものを集計し

た結果を示す． 

 １位の地域名が限定されないラーメン（回答数13）に

続き，地域が限定される料理名として富士宮焼きそばと

宇都宮ギョーザ（それぞれ回答数12），長崎ちゃんぽん(回

答数10)が続く．５位は焼きそばとなっており（回答数８），

続いて讃岐うどん（回答数７），同点７位で八戸せんべい

汁，沖縄そば，広島風お好み焼き（広島焼き）が続いて

いる．７位の広島風お好み焼き（広島焼き）と10位のお

好み焼きは，回答者が同じものをイメージして書いた可

能性もあるが，お好み焼きには大阪など広島以外のもの

も入りうるため，ここでは別分類とした． 

 またトップ10のうちきりたんぽを除くすべてが小麦粉

を主原料とした料理となっている． 

 次に，「ご当地グルメ」から想起するイメージについて，

カテゴリ分類した結果を表３に示す．その際，「美味しく

て安い」といったような複数の意味を持つ回答は，回答

数としては１とカウントしているが，「美味しい」のカテ

ゴリと「安い」のカテゴリの両方に分類した．カテゴリ

化にあたっては二つ以上同じ意味の回答があったものを

カテゴリ化した．「Ｂ級グルメ」が回答数33，「地域の活

性化」が同じく15，「Ｂ−１グランプリ」，「特産品」，「美

味しい」，がそれぞれ10，「伝統料理」が８，「安い」が７，

「ゆるきゃら」が５，「旅行の楽しみ」が４，と続いてい

る． 

 回答者が，「ご当地グルメ」という単語を定義するとす

ればどのようなものになるのか．これも自由記述である

ため回答者ごとに記載は異なるが，その回答の中心的な

意味をカテゴリ化し分類したものが表４である．また，

その元となる回答を文末につける． 

Ⅳ 考察 

１． 「ご当地グルメ」から想起する料理名 
「ご当地グルメ」という言葉から想起する料理名の１

位はラーメンであった．これは，「ご当地グルメ」という

言葉が一般的に知られるようになったきっかけが喜多方

ラーメンにあること，地域ごとの名前を冠した料理名と

して一般的にラーメンが話題にのぼることが多いことと

関連すると思われる． 

同点２位として，地域名がついている富士宮やきそば

と宇都宮ギョーザが挙げられていた．富士宮やきそばは

一般社団法人「ご当地グルメでまちおこし団体連絡協議

会」（通称愛Ｂリーグ）が主催しているＢ−１グランプリ

の初代優勝料理であり，その経済効果が大変大きかった

ことから社会的に大きな話題になったこと（田村 2008）

により，よく知られているものと思われる．宇都宮ギョ

ーザは市職員が市民の餃子支出金額が日本一であること

をアピールしたこと（田村 2008）により，宇都宮が餃子

の街として社会的に認識されるようになった． 

その後，４位，６位，７位と地域名がついた料理が挙が

っており（長崎ちゃんぽん，讃岐うどん，八戸せんべい

汁，沖縄そば，広島風お好み焼き），５位には焼きそばが

入っている．５位の焼きそばは２位の富士宮やきそばと

同じ意図で回答したものもあった可能性がある．また，

八戸せんべい汁もＢ−１グランプリの優勝料理であり，こ

のイベントの影響があると考えられる． 

 

２． 「ご当地グルメ」から想起するイメージ 
「ご当地グルメ」という単語から，どのようなイメー

ジを抱くのかについては，ほかの回答を大きく引き離し

て，「Ｂ級グルメ」という結果が得られた．これは非常に

興味深い結果である．なぜなら，「ご当地グルメ」という

言葉の意味上は，“ある地の料理”という意味を持つもの

の，Ｂ級という意味はその字面上含まれないからである．

なお，Ｂ級とは一般的に“安い”という意味でとらえら

れているが，前述のように近年のＢ−１グランプリを主催

表３ 「ご当地グルメ」という単語から想起するイメージ 

 

(アンケート回答結果より) 
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している愛Ｂリーグ（愛ＢリーグHP）では，「Ｂ級グルメ」

の使用を中止している． 

２位には「地域の活性化」が挙げられているが，「ご当

地グルメ」という言葉の意味上の“ある地の料理”とい

う意味とは全く異なる意味付けがされているといえる．

これもＢ−１グランプリの影響と考えられる．なぜなら，

Ｂ−１グランプリは単なる料理の美味しさを競うもので

はなく，地域活性化のストーリーに対して投票するもの

だからである． 

３位には三つのイメージがそれぞれ回答数10で並んだ

が，そのうち「Ｂ−１グランプリ」は，Ｂ−１グランプリ

そのものを指している．「特産品」「美味しい」という回

答は，Ｂ−１グランプリとの関係性は直接的にはわからな

い． 

つづく６位に「伝統料理」がランクインしていること

は重要な点であると思われる．一般的にＢ−１グランプリ

などで取り上げられる料理は開発型グルメや発掘型グル

メと呼ばれ（田村 2013），まちおこしのために新たに開

発したり、それまで知名度がなかった料理を発掘したり

したものが主として扱われている．すなわち，Ｂ−１グラ

ンプリの料理は古くから知名度のある郷土料理と別物で

あるという認識を持っている人も多いようである．本稿

冒頭で述べた農林水産省の選定カテゴリが「農山漁村の

郷土料理百選」と「御当地人気料理（ご当地グルメ）」の

２種類あり，そこでも同じような意図で分類分けが行わ

れている．一方，回答数は２と少ないが13位に「観光の

ために作られた」という回答があり，これは伝統料理（郷

土料理）とは別物の，むしろ開発型グルメを想定してい

ると考えられる．Ｂ−１グランプリで出店される多くの料

理が開発型グルメであることも，伝統料理とは一致しな

い．すなわち，「ご当地グルメ」という単語から，伝統料

理と最近開発された料理をイメージしている人の両方が

混在していることがわかる．そして本研究の結果を見る

限り，割合としては開発・発掘型グルメをイメージして

いる人の方が多いといえる． 

 以下，７位の「安い」，８位の「ゆるきゃら」もＢ−１

グランプリに代表される最近の料理を活用した地域振興

策によって影響されているイメージであると解釈できる． 

 以上のことをまとめると，「ご当地グルメ」という単語

からイメージされるものは，多くの人がＢ−１グランプリ

やその影響を受けている開発型グルメや地域振興策であ

るが，一部の人は古くからある郷土料理と考えていると

いえる． 

 今回の結果をＢ−１グランプリとの関係から考えてみ

る．Ｂ−１グランプリ公式HPによると，当初，「ご当地グ

ルメ」という単語を使用することも考えたようだが，最

終的には「Ｂ級ご当地グルメ」という単語を採用し、こ

れを商標登録した．この単語とＢ−１グランプリがイベン

トとして（社会経済的な）成功を収めたことで，まちお

こし祭典のイメージよりも，Ｂ級グルメイベントという

イメージが大きくなったと考えられる．そのことが，ご

当地グルメ＝Ｂ級グルメというイメージを作り出してし

まい，皮肉にも，愛Ｂリーグ公式HPに「Ｂ級グルメイベ

ントでない」と表明させるに至ったと推測される．地理

学者の立場からすると，単なるグルメイベントではなく，

さまざまな試行錯誤を重ねつつも地域性を重視したまち

おこしの祭典としてのイベントを志向することは，一般

の人が地域性を学べる方向性であり，歓迎すべきことで

あると考える． 

 

３． 「ご当地グルメ」の定義 
 前節で見た「ご当地グルメ」のイメージではＢ−１グラ

ンプリの影響がかなり見られたのに対し，「ご当地グルメ」

の定義では，１，２位を占めたのが地域限定性の意味に

なっていた．また全体的に見てもＢ−１グランプリに直接

関連すると考えられるのは３位の「まちおこし」と10位

の「手軽さ」くらいで，この結果からは「ご当地グルメ」

はＢ−１グランプリや開発型グルメと必ずしも一致する

傾向はなく，むしろ郷土料理にも当てはまる定義が多か

ったといえる． 
 「ご当地グルメ」の定義は郷土料理にもあてはまる項

目が多いが，「ご当地グルメ」から想起するイメージには

そのようなものが少ないという「ずれ」に関しては，定

義が用語本来の意味合い，イメージはなんらかの社会的

背景（今回の場合Ｂ−１グランプリ）によって影響された

表４ 「ご当地グルメ」の定義のカテゴリ分類 

 

（アンケート回答結果より． 

元となる記述は文末に注として掲載する） 
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とも解釈できる． 

Ⅴ まとめ 

 今回，「ご当地グルメ」に関する認識を明らかにするた

め，お茶の水女子大学の学生に対して調査を実施した．

簡単なアンケートであったため，特にイメージについて

は回答者の回答意図とカテゴリ化した著者の判断とがず

れている可能性も無きにしも非ずと思っているが，おお

まかな傾向はつかめたのではないかと考えている． 
 「ご当地グルメ」という単語自体は，その字面からす

ると，ある地域（その場所）にある食べ物，ということ

になるだろう．しかし今回得られた定義からは，「その地

域ならではの料理」といった字面通りの回答がある一方

で，地域活性化，まちおこしなどといった全く別の意味

合いの回答が一定数あった． 

 この要因として，今の大学１，２年生世代は10年ほど

前から始まったＢ−１グランプリなどのグルメイベント

の影響を強く受けていると考えられる．Ｂ−１グランプリ

は料理そのものの評価ではなく，まちおこしのストーリ

ーに関するコンテストであり（田村 2013），このことを

テレビなどを通して知った人は，“ご当地グルメ→Ｂ級ご

当地グルメ（Ｂ−１グランプリ固有の呼び名）→Ｂ−１グ

ランプリをテレビで見たときに語られていたまちおこし

のストーリー”を連想しているという構図が見て取れる．

このことは，表２において，Ｂ-１グランプリ勝者の富士

宮焼きそばが上位にあったことによっても裏付けられる． 

 その一方で，ご当地グルメから想起するイメージの集

計数ではＢ−１グランプリ関係が多かったものの，定義に

関しては地域性に関する回答が多かった．これはご当地

グルメが地域性と結びついているという認識が回答者の

中にあることを示している．この要因に関しては，アン

ケートを実施したのが著者の周辺学生であったため（表

１の属性によると大学で地理関係の授業を履修している

学生が多い），地理的な視点を持っている学生が多いバイ

アスも考えられる． 
 今回の調査は20才前後の女子大学生が調査対象者であ

ったため，回答に偏りがあることは否めない．Ｂ-１グラ

ンプリにあまり馴染みのない世代では違う結果が表れる

可能性が考えられる．今後は異なる年代を含む一般人で

の調査を行いその認識を明らかにしていきたい． 

 

付記 本研究はロッテ財団奨励研究「ご当地グルメを通じて地

域理解を促すための実践的研究」（研究代表者長谷川直子）の成

果の一部である． 

注 

1）表４（ご当地グルメの定義）に関する回答データ（回答ごと

に；で区切る）． 

回答数１位「地元での知名度・愛着」：その地域でよく食べ

られているということが他の地域，地元で良く食べられてい

るもの．；あまり知られていない現地ではよく食べられている

おいしい料理．；その土地の特産物を作ったり，その土地の歴

史と関わりがあるなど地元の人に親しまれている食べ物．；美

味しく，その土地で多く手に入れられやすい材料を使ってお

り，その土地に住む人々に愛されている食べ物．；地元の人に

なじみがあるもの．；その地域だけにあり，地域の人々におい

しいと評価されるもの．；その地域である程度の知名度があり，

他の地域に比べ多くの店舗で提供される．；その場所で有名な

食べ物．；その地域で有名な食べ物．；人々に広く浸透してい

る．；その土地で採れたものを利用して調理される地元民に愛

されているグルメ．；札幌ラーメンとかさぬきうどんとか，全

国的に知られているものではなく，そこに住んでいる人が家

庭でも食べているもの． 

２位「限定感」：その場所でしか食べられないグルメ．；その

土地でしか食べられない貴重な料理．；原地の材料．；その地

域に固有に見られる食べ物．；その地域でしか食べられない，

またはその地域では特に美味しいとされるもの．；ある地域に

しかない特別な食材でつくるなじみやすい料理．；そこでしか

食べられないもの．；その地域のみで食べられてきた料理．；

ある地域でしか食べられないおいしいもの．；その地域でしか

食べられない物．；その地域でのみ食べられる．；その地域に

住んでいる人，行ったことがある人，興味がある人だけが知

っているもの．；その地域でのみ，良く食べられてきた食べ

物．；特定の地域でしか食べられない人気料理．；その土地で

とれた名物の食材を使って作った，その土地にしかない料

理．；その土地特有のその地域の人々に親しまれているなじみ

深いグルメ．；その地域の特産品を使い，その地域の中の色々

なレストランや店に置いてある食べ物．；その土地特有のその

地域の人々に親しまれているなじみ深いグルメ．；その土地に

一店舗だけあるのではなく，幾つも店舗があり，かといって

他の土地では店舗数は少ない．；当地で大人気の良く知られる

おいしいもの． 

３位「まちおこし」：「皆を笑顔にする存在」Ｂ級グルメとし

て観光客をふやすことによるまちおこしで，そのまちの人々

が笑顔に．おいしいものを食べることによる消費者の笑顔．；

地域の特産物を利用し，町おこしのために，県や市がPR活動

を精力的に行っている食べ物．；地域で統一して売り出すセー

ルスポイント．；地元の食材や郷土料理の調理法で作った地域

おこしのための料理．；そのご当地が売りにしている食べ物．；
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ある地域で，そこならではのものとしてアピールされている

食べ物．；その土地をアピールするために使われる料理．；地

元が推してるもの．；地域がその土地を盛り上げるために新た

に作り出し売り出している料理．；地元を知ってもらうきっか

けとなるもの．；地域ごとの特産品．；その地域特有の食物を

使った料理．；地元の特産品を調理した料理．；各地域の特産

品を利用したガッツリ系ごはん． 

４位「特産品」：ある地域で特産とされるものを使い，地域

の魅力を引き出す食べ物．；都化の地域にあまり見られず，そ

の土地の特産品を使った料理．；その土地で親しまれ，ご当地

ならではの特色（特産品を使っている等）をもっているもの．；

地元の特産品を使った料理．；地域ごとの特産品．；その地域

特有の食物を使った料理．；地元の特産品を調理した料理．；

各地域の特産品を利用したガッツリ系ごはん． 

同点４位「独自性」：その土地の風土に基づいた独特なも

の．；現地に伝わる特有のもの．；全国に流通してはいるが，特

産品などを用いて独自のアレンジをほどこし，ブランド化が

図られている食べ物．；他の地域ではありえない組み合わせで，

意外おいしいもの．；その地域独自の料理．；その地域の文化

や土地柄から生まれた独自性のある食べ物．；その地域独特の

食べ物．；その地域で採れるものでその地域の人々がオリジナ

ルアレンジをして調理したグルメ． 

６位「旅行目的」：それを食べるために人々がそこへ行くも

の．；観光客にお勧めのその土地の食べ物．；人々をご当地に

呼びよせる魔法・食べ物．；観光客を集客するための「ツール」．

一度メディア等でとりあげられると，「ご当地グルメ」のため

にわざわざ観光客が来てくれるので，相乗効果で町も活性化

されていると思います．；その地域を観光した際に，食べたく

なるもの．；特定の地域だけにあって，その地域に行かないと

食べられないもの．；地域に特徴的な生産手段によって得られ

たり，その地域に行くことでしか享受できない価値（新鮮さ）

などを持っていたりする食べ物． 

７位「象徴性」：その土地を象徴するもの．；食べ物を見て，

食べて，その土地のことが連想されるもの．；その地域を代表

する食べ物．；地元が誇る，地元の特徴を生かした，地元の顔

となるもの．；地元の名を背負った料理．；その地域の特色を

表すような食材を使用したり，独特のエピソードがあったり

する料理． 

８位「原産地」：その地域の食材から作られた食べ物．；ある

地域においてそこで生育・収穫可能なものを用いた食べ物．；

その土地で多く取れる食べ物．；その地域のものを使ったおい

しいもの！（特徴が出るような）．；その地域で採れた食材が

豊富に使われている． 

９位「特別感」：食材・見た目等の面で「そこでしか食べら

れない」や「その地らしさ」にこだわった食べ物．；その地域

でとれるからこそおいしい御飯．；地元の食材を使って当地の

食習慣を体現できる食べ物である．当地の人々が食べて他の

地区で同じ味の食べ物を作られない．；その土地ならではの食

材や製法を駆使した特別感のある食べ物． 

文献 

愛Ｂリーグ．Ｂ級グルメとＢ -１グランプリ．http://b-

1grandprix.com/ （最終閲覧日：2017年1月24日） 

岡田あゆみ 2008．地場産品の観光活用に関する「開発社会学」

的研究―地場産品の観光活用の一形態としての「ご当地グル

メ」の可能性の検証．日本観光研究学会第23回全国大会論文

集: 229-232． 

昭文社 2015．『まっぷる ご当地アイドル』． 

田村 秀 2008．『Ｂ級グルメが地方を救う』集英社． 

田村 秀 2013．『ブックレット新潟大学 新潟と全国のご当地

グルメを考える』新潟日報事業社． 

農 林 水 産 省 ． 農 山 漁 村 の 郷 土 料 理 百 選 に つ い て ．

http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kyodo_ryouri/ 

（最終閲覧日：2017年1月24日） 

長谷川直子 2015a．地理学の巡検と旅行の違いを探る―１日巡

検授業実践報告．お茶の水地理 54: 31-34. 

長谷川直子 2015b．ご当地グルメで風土を理解する（１）地理

的視点とご当地グルメ．地理 60(5) : 7-13. 

長谷川直子・横山俊一 2015．地理学の一般普及の手段としての

バスガイド教本．日本地理教育学会発表要旨集． 

八田実紅 2016．「ご当地グルメ」のイメージ形成〜朝日新聞記

事データベース内容分析による検討〜．2015年度お茶の水女

子大学卒業論文． 

株式会社いよぎん地域経済研究センター 2008．ご当地グルメは

地域活性化の切り札となるか．調査月報IRC 236: 2-17． 

 

はせがわ・なおこ 

お茶の水女子大学基幹研究院 

 
 Recognition of Regional Specialties by Undergraduate Students 

 

HASEGAWA Naoko (Ochanomizu University)
 

  


	本文.pdfから挿入したしおり
	１．高岡市の概要
	２．行政による外国人住民に対する支援の現状と課題
	ここでは，高岡市役所，及び市民団体アレッセ高岡での聞き取り調査に基づき，外国人児童生徒の置かれた現状について報告する．さらに，支援の現場の実例としてアレッセ高岡の活動である「学習支援教室」への参与観察の成果についてまとめ，報告する．
	１．教育をめぐる問題
	２．外国人児童生徒に対する支援の現場


